
 

 
 
【断面が放物線の輪郭をもつ立体の体積】 

● 放物線
2

4
3 xy −= を y軸のまわりに回転して得られる曲面Kを，原点を通り回転軸と 45°

の角をなす平面 Hで切る。曲面 Kと平面 Hで囲まれた立体の体積を求めよ。（春） 
 
● xy平面上の放物線 y=x2を y軸の周りに１回転してできる曲面を Kとし，点(0，1/4，0)お

よび点(
34

1− ，0，0)を通り xy平面に垂直な平面を Hとする。曲面 Kと平面 Hによって囲ま

れる立体 Vの体積を求めよ。（３） 
 
【放物線の輪郭をもつ円錐の断面の計量】 
● 点(0，0，1)を頂点とし，xy平面上の円板 C：x2+y2≦1，z=0 を底面とする円錐 Aがある。

A を直線 x=t，z=0 を含み，点(0，0，t)を通る平面π(t)で切ったときの切り口の面積を S(t)と
する。S(t)を最大にする tの値を求めよ。（春） 
 
 
※ その他，的中・類題多数につき省略 
 
◆コメント◆ 
 ゆとり以降，断面を描くのが苦手な人が多いように見受けられます。総じて，空間図形の力

が壊滅的になったようです。東大の古い過去問には立体の問題が多数ありますので，練習して

おいたほうがいいでしょう。 
 
 


